
　質問への回答・補足：重複申請可能な種目の組み合わせ

基盤研究B（研究代表者）の主な組合せの例 
○挑戦的研究（夏公募）開拓, 萌芽 
○学術変革：学変Aの公募研究（夏公募）は年100~500万円, 激ムズではない 
○海外連携研究（春公募）

基盤研究C（研究代表者）の主な組合せの例 
○学術変革：学変Aの公募研究（夏公募）であれば激ムズではない 
○海外連携研究（春公募）

若手研究（研究代表者）の主な組合せの例 
○挑戦的研究（夏公募）開拓　※若手研究のうち２回目のみ 
○学術変革：学変Aの公募研究（夏公募）であれば激ムズではない

※「研究代表者」と「研究分担者」の組み合わせは大抵の種目でOK 
※学術変革A「公募研究」の公募が起こる可能性のある研究領域： 
　JSPSのページで採択領域リストを確認 
　https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/30_lsrp/index.html

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/30_lsrp/index.html
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 (5) 重複応募制限の特例 
（研究計画最終年度前年度の応募） 

①  「特別推進研究及び、基盤研究（基盤研究（Ｂ・Ｃ）応募区分「特設分野研究」を除く。）の研究

課題のうち当初交付内定時の研究期間が４年以上のもの又は若手研究（※１）の研究課題のうち当初

交付内定時の研究期間が３年以上のもので、令和７(2025)年度が研究期間の最終年度（※２）に当た

る研究課題（継続研究課題）の研究代表者」が、当該研究の進展を踏まえ、研究計画を再構築するこ

とを希望する場合には、「研究計画最終年度前年度の応募」として応募することができます。 

なお、一つの継続課題を基に、この特例により今回の公募で新たに応募できる課題数は、１課題に

限ります。 

 

（※１）平成 29(2017)年度以前に採択された「若手研究（Ａ・Ｂ）」についても同様の取扱いとな

ります。 

（※２）産前産後の休暇、育児休業の取得又は海外における研究滞在等により研究を中断したこと

に伴い研究期間を延長した研究課題の場合、延長後の最終年度を指します。 
     

②  「研究計画最終年度前年度の応募」により、新たに応募することができる研究種目は、次の表のと

おりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  基盤研究（Ｂ・Ｃ）応募区分「特設分野研究」の研究課題を基に、「研究計画最終年度前年度の応

募」として新たに応募することはできません。 
 

 

④  「研究計画最終年度前年度の応募」による新規応募研究課題と、その基となる継続研究課題との間

においては、重複制限は適用されません。 

ただし、これらの研究課題と、同一の研究代表者による他の応募研究課題（継続研究課題を含む。）

との間においては、重複制限が適用されます。 

 

  

研究計画最終年度前年度の応募が可能な継続研究課題 新たに応募することができる研究種目 

特別推進研究の研究課題うち、研究期間が４年以上の研

究課題 基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） 

基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）の研究課題のうち、研究期

間が４年以上の研究課題 
（応募区分「特設分野研究」を除く。） 

特別推進研究、 
基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） 

若手研究の研究課題のうち、研究期間が４年以上の研究

課題 基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） 

若手研究（Ａ・Ｂ）の研究課題のうち、研究期間が４年

の研究課題 基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ） 

若手研究、若手研究（Ａ・Ｂ）の研究課題のうち、研究

期間が３年の研究課題 基盤研究（Ｓ・Ａ・Ｂ） 

すでに科研費に採択されている方：最終年度前年度の重複申請が可能 
採択されれば重複して研究費を受け取ることができる 
※ただし, 下記の条件を満たす場合のみ： 
　基盤研究 研究期間が４年以上   or   若手研究 研究期間が３年以上 
　　&  「継続研究→重複で新規応募」は１研究課題のみ

表： 
令和７年度 
の公募要領 
より抜粋



　最終年度の前年度申請の有効活用のオススメ

基盤研究（Ｃ）（一般）８ 

 

４ 研究計画最終年度前年度応募を行う場合の記述事項（該当者は必ず記述すること（公募要領参照）） 

本研究の研究代表者が行っている、令和７(2025)年度が最終年度に当たる継続研究課題の当初研究計画、その研究によって

得られた新たな知見等の研究成果を記述するとともに、当該研究の進展を踏まえ、本研究を前年度応募する理由（研究の展開

状況、経費の必要性等）を１頁以内で記述すること。 

該当しない場合は記述欄を削除することなく、空欄のまま提出すること。 
 

研究種目名 課題番号 研究課題名 研究期間 

   
令和 年
度～令和
７年度 

当初研究計画及び研究成果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前年度応募する理由 

 

 

 
 
 
 

前年度応募の理由を 
明記することが必要： 
採択&継続中課題の 
成果と進展をふまえ,  
研究計画を再構築

メリット 
１年間の科研費が確保 
された（落ち着いて研究計画 
を検討できる）状態で,  
　１ランク上の種目 
　に挑戦できる 
（ex. 基盤C→B, 若手→基盤） 
　同じ種目への申請も可 
（ex. 基盤C→C, 基盤B→B）
仮に不採択でも,  
審査員評価を受けて 
次年度に改善することが可能



　重複応募可能な組合せの詳細

※詳細, その他の組み合わせ：「重複制限一覧表」をチェック 
　表内のマークがないマスは, 重複応募&採択がOK 
https://www.jsps.go.jp/file/storage/
kaken_kiban_2024_g_2307/table_of_restriction.pdf

※本説明資料は, 昨年の公募要領にもとづき作成しました。 
　条件が変更になる可能性もあるので, 今年の公募要領が公開されたら 
　要チェック

　山梨大学URAにお気軽にご相談ください！ 
　研究推進・社会連携機構 研究力強化推進センター（URA所属組織）　 
　内線　８７６２（甲府C）, ２３９９（医学C） 
　メールアドレス ura-tr@yamanashi.ac.jp 
　ホームページ https://www.scrs.yamanashi.ac.jp/kenkyo/4096/

https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_kiban_2024_g_2307/table_of_restriction.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_kiban_2024_g_2307/table_of_restriction.pdf
https://www.scrs.yamanashi.ac.jp/kenkyo/4096/


山梨大学研究推進・社会連携機構

研究種目について

研究種目の概要
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　気になるコスパ, タイパ：採択率（JSPS公開, 令和６年度のデータ）

13.9%

計画研究11.3% 

公募研究24.8% 
（100~500万円/年）

計画研究15.4%

11.9%

27.2%

28.0%

27.5%

10.9%

11.8%

36.4% 40.1%

16.3%

9.8%

※赤字： 
夏（７～９月） 

公募


